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大宮ソニックシティ 研修指導者とは

指導管理責任者：研修教育責任者

副指導管理責任者：指導管理責任者が不在
あるいは実務執行不能となった場合にこれを
代行する

研修指導医：専門医を志すものを直接指導す
る

指導管理責任者の資格

（１）総合修練機関における放射線部門の責任
者である

（２）複数の病院群での研修プログラムがある
場合は、指導管理責任者は総合修練機関の
指導管理責任者のみでよい

（３）診断または治療専門医（次回更新までは腫
瘍学会認定医）資格を取得後５年以上の指
導医としての指導実績を有する

指導管理責任者の資格

（４）学会が認める指導者講習を受講している

（５）放射線科領域の関連学術団体においてそ
の業績を全国レベルで評価されており、所属
施設から直近２年間に２篇以上の関連学術集
会報告、１篇以上の関連学術論文を発表して
いる

（６）別途定める指導管理責任者認定のための
申請書類（指導記録・指導医講習出席証明書
を含む）を理事長へ提出し、認定されたもの

指導管理責任者の役割

専門医を志す者に対する教育の責任者とし
て、研修カリキュラムの策定、研修達成度評
価を行う

研修内容ならびに研修状況を確認し、受験資
格取得に相応しいと判定した場合に、研修終
了確認書と人物評価も含めた受験推薦文を
作成し、署名捺印をする

研修指導医の資格

（１）診断または治療専門医資格取得者で、担
当分野での充分な識見及び業績を有すもの

（２）学会が認める指導者講習を受講している

（３）１名の指導医が同時に指導できるのは３名
までとする

（４）別途定める指導医認定のための申請書類
（指導記録・指導医講習出席証明書を含む）
を理事長へ提出し、認定されたもの



研修指導医の役割

専門医を志すものを直接指導し、研修
実績を評価する

これから行わなければならないこと

研修カリキュラムと研修実績表（研修
ノート）の作成

研修カリキュラムに沿った研修

研修実績評価と研修達成度評価

研修指導者の任命

研修カリキュラム

本学会が認定した研修指導医のもとで、

• 放射線生物学

• 医学物理学

• 放射線防護・安全管理

• 画像診断学

• 核医学

• IVR
• 放射線治療学

全ての分野で規定の研修を修了すること

研修カリキュラム

｢放射線科専門医研修ガイドライン｣において
規定する｢A：専門医試験受験者が修得すべ
き内容｣をすべて修了すること



研修実績表

研修症例数に関しては、直接関与した全症
例数を研修実績表に記載し、研修指導医が
これを確認する

研修実績表：3年間の目安

単純写真（乳房撮影を含む） 400例
CT 600例
MRI 300例
超音波 120例
血管造影・IVR 30例
消化管X線検査 60例
核医学 50例
放射線治療 30例

受験手続

次の各号に掲げる書類に理事会が定める審査料
20,000円を添えて理事長へ申請する
（１）専門医試験受験申請書

（２）履歴書

（３）研修ガイドラインの写し（研修記録の記載と指導医のサイン）

（４）研修実績表の写し（研修記録の記載と指導医のサイン）

（５）研修期間の勤務実績表

（６）業績目録

（６）研修医手帳

（７）研修指導管理責任者からの「研修終了確認書と人物評価を
含めた受験推薦文」


